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も，ますます明らかとなってきている．たとえば，今年（2019 年）の 1 月 6 日付の東
京新聞の社説も，「安全神話」とならんで「経済神話」と「クリーン神話」を批判の俎
上にのせ，福島第一原発事故はこれらの神話を「崩壊させた」と断言している．














見える．この点で興味深いことがある．日立製作所の上述の発表に先立つ 1 月 4 日に，
日立製作所会長であると同時に経団連会長でもある中西宏明氏が，「国民が反対する







る（2019 年 1 月 18 日付東京新聞）．原発関連事業は，市場における純然たる経済活
動としては採算がとれないものなのだが，国からの経済的・政治的支援があれば従来
どおり相当な利益を企業にもたらすのであろう．
































































































































10 人の命を救うためには 1 人の人間を殺すしかないような場合であっても，けっし
てそうしてはならないと主張している（『道徳の基礎的諸概念』第 5 章「心情と責任」）．
〈罪のない人間の命を奪ってはならない〉という規範は，幸不幸についての比較考量
を超えた絶対的なものであり，その規範をみずからの倫理的義務として守りぬくとこ
ろに人間の尊厳がある，と彼は考えているのである．
　この規範にかぎらず倫理的義務（国家をふくむ何らかの集団や組織の一員として，
ではなく，人としてすべきこと・すべきでないこと）一般についてシュペーマンは，
結果がどれほど（社会全体の幸福という観点からは）望ましいものであろうとも，ま
た逆に，結果がどれほど（社会全体の幸福という観点からは）破滅的なものであろう
とも，倫理的義務に反する行為に手を染めてはならない，と断言している．
　〈多数の人間の命がかかっているのだ〉（〈命あっての物種〉）という功利主義的立場
からの批判に対するシュペーマンの最終回答は，「いずれにしても人は一度は死なな
ければならない」というものである．先ほど論じたことがらに引きつけていうなら，
彼は，生物としてのこの世での命よりも，「いのち」を優先しているわけである．
　人間の尊厳への畏敬という思想，そして，その延長線上にある人権尊重という思想
のこのようなかたちでの徹底化が，本書におけるキリスト教的立場の中核をなすとす
135書　　　評
るならば，本書についての賛否の評価も，そうした徹底性に見合うだけの次元からな
される必要があるだろう．私自身は，人間に対する要求の反時代的ともいえるその峻
厳さにこそ，キリスト教的立場の（とりわけ日本における）最大の今日的意義がある
のかもしれないと思っている．
… （鈴木崇夫）

